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C G F は 第 一 世 代 血 小 板 濃 縮 物 質 で あ る P R P と 比 較 し て 作 製 の 簡 便
性 や 完 全 自 己 血 由 来 で あ る 点 で 優 れ て い る と 報 告 さ れ て お り 、 第 二
世 代 血 小 板 濃 縮 物 質 と 呼 ば れ て い る 。 す で に C G F 単 一 な い し 他 の 骨
補 填 材 等 と 併 用 さ れ 歯 周 外 科 や イ ン プ ラ ン ト な ど の 様 々 な 治 療 で 臨
床 応 用 さ れ て い る が 、 基 礎 的 な 研 究 は 少 な く 、 生 体 内 で の 分 解 挙 動
や 周 囲 の 組 織 反 応 は ま だ 不 明 な 点 が 多 い 。 本 研 究 で は 、 動 物 実 験 に
よ り C G F の 組 織 内 で の 分 解 挙 動 や 生 体 反 応 に つ い て 組 織 学 的 に 検 討
を 行 っ た 。  
日 本 白 色 家 兎 ６ 匹 の 耳 静 脈 か ら 血 液 を そ れ ぞ れ 1 0 m l 採 取 し 、専 用
の 遠 心 分 離 器 ( M E D I F U G E ) を 使 用 し て C G F を 作 製 し た 。 C G F を 半 割
し 、 そ の ま ま の 塊 状 の C G F （ U n t r e a t e d  C G F グ ル ー プ ） と 圧 接 し た
膜 状 の C G F （ C o m p r e s s e d  C G F グ ル ー プ ） を 作 製 し た 。 ウ サ ギ の 背
部 に ３ 箇 所 切 開 を 加 え 、 皮 筋 と 脂 肪 層 の 間 の ス ペ ー ス に そ れ ぞ れ
C G F を 移 植 し た 。 何 も 移 植 せ ず 切 開 の み 行 っ た も の を S h a m  グ ル ー
プ と し た 。 翌 週 に 反 対 側 の 背 部 に も 同 様 の 処 置 を 施 行 し 、 埋 入
1 , 2 , 3 , 4 週 後 の 組 織 標 本 を 作 製 し た 。作 製 し た 標 本 を そ れ ぞ れ C D 3 1 、
R A M 1 1 抗 体 で 免 疫 染 色 を 行 い 、 C G F 内 お よ び 周 囲 組 織 の 血 管 数 お よ
び マ ク ロ フ ァ ー ジ 密 度 に つ い て 統 計 学 的 に 検 討 し た 。  
ウ サ ギ 背 部 の 断 面 に は ど ち ら の グ ル ー プ に も ２ 週 目 ま で は C G F と
思 わ れ る 白 色 塊 が み ら れ た 。 組 織 写 真 で は 、 両 グ ル ー プ と も 移 植 後
１ 週 目 の C G F 表 面 は あ ま り 分 解 さ れ て お ら ず 滑 ら か で 、 周 囲 を 肉 芽
組 織 で 覆 わ れ て い た 。 周 囲 組 織 と の 間 に は 空 隙 が 目 立 っ た が 、 部 分
的 に 紡 錘 状 細 胞 お よ び R A M 1 1 陽 性 細 胞 の 樹 枝 状 の 侵 入 が み ら れ た 。
両 グ ル ー プ の ２ 週 後 で は 、 C G F 表 面 は 分 解 が 進 み 粗 造 で 、 周 囲 組 織
と の 癒 着 部 分 が 増 加 し 、 C G F の 周 囲 及 び 内 部 に C D 3 1 、 R A M 1 1 陽 性
細 胞 の 集 簇 が み ら れ た 。 移 植 後 ３ 週 目 の U - C G F グ ル ー プ で は C G F
は み ら れ ず 、 疎 な 線 維 性 結 合 組 織 が み ら れ た 。 し か し 、 C - C G F グ ル
ー プ で は わ ず か に 残 存 し た C G F が み ら れ た 。 移 植 後 ４ 週 目 で は 両 グ
ル ー プ と も C G F は み ら れ な か っ た 。 免 疫 染 色 で は 、 C D 3 1 陽 性 血 管
数 は S h a m グ ル ー プ で は １ 週 か ら ４ 週 で ほ ぼ 同 じ 値 だ っ た が 、 C G F
グ ル ー プ で は 徐 々 に 増 加 す る 傾 向 が み ら れ た 。 U - C G F は ３ 週 が 最 大
値 で 、 C - C G F は 4 週 が 最 大 値 だ っ た 。 両 C G F グ ル ー プ の 血 管 数 は
S h a m グ ル ー プ と 比 較 し て い ず れ も 有 意 に 多 か っ た 。 ま た 、 ４ 週 目 で
は C - C G F は U - C G F に 比 べ 有 意 に 血 管 数 は 多 か っ た 。 R A M 1 1 陽 性 マ
ク ロ フ ァ ー ジ の 密 度 は 、 S h a m グ ル ー プ と U - C G F グ ル ー プ は 2 週 目
が 最 大 値 で 、 C - C G F グ ル ー プ は １ 週 目 が 最 大 値 だ っ た 。 1 , 2 週 の 初
期 の 段 階 で は S h a m に 比 べ 両 C G F グ ル ー プ は 有 意 に マ ク ロ フ ァ ー ジ
密 度 が 多 か っ た 。  
C G F は 、 含 ま れ る 多 数 の G r o w t h  f a c t o r の 働 き に よ り 、 創 傷 治 癒
に お け る 初 期 の 炎 症 反 応 を 軽 度 に 抑 え る こ と が で き 、 周 囲 組 織 の 治
癒 を 促 し な が ら 速 や か に 分 解 す る と 思 わ れ た 。 ま た 、 フ ィ ブ リ ン の
特 性 に よ り 周 囲 組 織 か ら の 過 度 な 線 維 芽 細 胞 の 侵 入 を 抑 制 す る こ と
で 、 瘢 痕 化 を 軽 度 に で き る と 思 わ れ た 。  
 
  
